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写真家ベンジャミン・リー、2019 年スタート 

建築家・隈研吾氏と東京五輪に向けたプロジェクトを開始 
日本外国特派員協会では個展、来月 11 日まで 

 
（ベンジャミン・リーと FCCJ の個展で展⽰している隈研吾⽒のポートレート） 

 
世界的なアーティストや⽂化⼈のポートレート撮影で知られるフォトグラファー（写真

家）、ベンジャミン・リーをプロデュースする有限会社エル・ステュディオインターナショ
ナル（代表：さかよりのりこ）は 28 ⽇、きたる 2019 年の新しいプロジェクトの概要をま
とめました。 

18 年 11 ⽉に移転した⽇本外国特派員協会（FCCJ、東京都千代⽥区丸の内 3-2-3 丸の内
⼆重橋ビル 5 階）の第１回展覧会として、同協会内にて 19 年１⽉ 11 ⽇まで開催中のベン
ジャミン・リー写真展（個展）「PORTRAITS from my IMAGINATION」（開催概要は後述）
を⽪切りに、2020 年東京オリンピック／パラリンピックに関連した写真活動を展開してま



いります。世界的に活躍の場を広げる建築家で、2020 年東京オリンピック／パラリンピッ
クのメイン会場となる新国⽴競技場「杜（もり）のスタジアム」の設計・総合デザインを⼿
がけた隈研吾⽒とパートナーを組み、隈⽒の建築と「東京オリンピック／パラリンピック
2020」が⽰す未来の東京を描く「隈研吾が暮らす、神宮の杜」（企画・制作：エル・ステュ
ディオインターナショナル）プロジェクト等を始めることが決定いたしました。撮影した内
容は 2019 年から複数のメディア（新聞・雑誌、展覧会など）を通じて公開してまいります。 
 
●「隈研吾が暮らす、神宮の杜」プロジェクトについて 

神宮の杜をこよなく愛し、世界を舞台に活躍する建築家・隈研吾⽒。その神宮の杜に威容
を⾒せはじめた「東京オリンピック／パラリンピック 2020」のメイン会場である新国⽴競
技場をはじめ、隈研吾⽒が設計した東京都⼼にある美術館やランドマーク建築を舞台に、ポ
ートレート写真の巨匠ベンジャミン・リーが写真を通して隈研吾と神宮の杜の魅⼒を解き明
かす。 

 
 ・主な撮影地：新国⽴競技場「杜のスタジアム」／明治神宮／根津美術館／国⽴代々⽊競

技場／サントリー美術館ほかを予定 
 ・撮影取材：⽉ 1 回ベース 計 24 回（2018 年 7 ⽉〜2020 年 6 ⽉） 
 

 
（建築家の隈研吾⽒と写真家ベンジャミン・リー） 

 
 
●ベンジャミン・リー展覧会「PORTRAITS from my IMAGINATION」 
 2018 年 11 ⽉に有楽町から移転した⽇本外国特派員協会（FCCJ）で、名誉ある第１回展
覧会を開催したベンジャミン・リー。1985 年に英国デザインアート・ディレクション賞を
受賞した作品をはじめ、ポートレートを中⼼に 40 点の作品を展⽰しています。今回の個展
は、新たに撮り下ろした隈研吾⽒のポートレートのほか、丹下健三⽒（縦約 2.7 メートル、



横約 1.2 メートル）、磯崎新⽒、「六本⽊ヒルズ」の建築デザインを⼿がけたウィリアム・ペ
ダーセン（William Pedersen）⽒ら世界的に著名な建築家のポートレートを多く展⽰してい
るのも特徴です。 

隈研吾⽒はまた、1964 年の東京オリンピックの時に建設された、丹下健三⽒設計の「国
⽴代々⽊競技場」（東京都渋⾕区）の世界⽂化遺産登録を⽬指す会「代々⽊屋内競技場を世
界遺産にする会」の世話⼈を務めています。その活動を写真の世界で⽀えるべく、ベンジャ
ミン・リーもまた尽⼒していく⽅針です。 

 
・ベンジャミン・リー写真展「PORTRAITS from my IMAGINATION」開催概要 

期間：2018 年 12 ⽉ 12 ⽇〜2019 年 1 ⽉ 11 ⽇まで 
場所：⽇本外国特派員協会（FCCJ） 

東京都千代⽥区丸の内 3-2-3 丸の内⼆重橋ビル 5 階 
電話番号：03-3211-3161（受付） 

 協賛：株式会社ミント・カンパニー（https://mint-company.amebaownd.com/） 
 時間：午前 10 時から午後７時まで 
    （2019 年 1 ⽉ 1 ⽇、２⽇は休館） 

※写真展を鑑賞する際は⽇本外国特派員協会（FCCJ）の⼊り⼝にある受付で「ベンジャ
ミン・リーの写真展を鑑賞しに来た」旨をお伝えください。セキュリティー上の確認の
ためにも必要ですので、ご協⼒をお願いいたします。 

・主な展⽰作品 

 
（左から丹下健三⽒、磯崎新⽒、⼭⼝⼩夜⼦⽒、ヘンリー・ムーア⽒のポートレート） 

 
 

●ベンジャミン・リー（フォトグラファー）について 

1969〜72 年、トロント（カナダ）のライアーソン・ポリテクニカル・インスティテュー
トで写真を学ぶ。1977 年、英国ロンドンのソーホー地区にベンジャミン・リー・スタジオ
を設⽴。企業の広告写真を⼿がける⼀⽅で、欧⽶の著名⼈の肖像を撮影。1987 年、⽇本に
拠点を移す。⽇本の⽂化⼈たちの肖像を撮り始め、1989 年から佐藤忠良⽒を撮影。1996 年、



東京フジタ・ヴァンテで「彫刻家佐藤忠良の世界」開催。2002 年、写真集「Odyssey（オデ
ッセイ）」出版。カナダ⼤使館、草⽉会館などで個展。2010 年、宮城県美術館にて写真展開
催。2012 年、ムック本「草間彌⽣を知りたい」メイン・フォトグラファー。 

世界各地を取材した「トラベルストーリー」シリーズともに、雑誌『Pen』に「創造の現
場」と題して 100 ⼈の世界のトップ・アーティストを撮影し連載。英国デザインアート・デ
ィレクション賞２度受賞。その他受賞多数。著作に写真集「Odyssey」（朝⽇新聞出版サービ
ス刊）と「創造の現場。」（CCC メディアハウス刊、2014 年）などがある。 
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